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地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
規
程

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

地

基

規

程

第

六

号

第
一
章

地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の
設
置

（
設

置
）

第
一
条

地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日
地
基
規
程
第
九

号
）
第
十
九
条
及
び
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

地
基
規
程
第
五
号
）
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
諮
問
に
応
じ
不
服
の
申
立
て
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
た
め
、
地
方
公
務
員
災

害
補
償
基
金
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。

に
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
（
以
下
「
審
査

(
)

会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

（
組

織
）

第
二
条

審
査
会
は
、
委
員
三
人
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

２

委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

（
委

員
）

第
三
条

委
員
は
、
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

２

委
員
の
任
期
は
三
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

３

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会

長
）

第
四
条

審
査
会
に
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
こ
れ
を
定
め
る
。

２

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審
査
会
を
代
表
す
る
。
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３

会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
会
長
の
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
委
員
が
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

（
議
決
方
法
）

第
五
条

審
査
会
の
議
事
は
、
委
員
二
人
以
上
の
賛
成
を
も
っ
て
決
す
る
。

２

特
定
の
事
件
に
つ
き
特
別
の
利
害
を
有
す
る
委
員
は
、
審
査
会
の
決
議
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
事
件
に
係
る
議
決
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
審
査
会
の
書
記
）

第
六
条

審
査
会
に
書
記
を
置
く
。

２

書
記
は
、
本
部
の
事
務
に
従
事
す
る
者
の
う
ち
か
ら
理
事
長
が
任
免
す
る
。

３

書
記
は
、
会
長
の
指
揮
を
受
け
て
庶
務
を
整
理
す
る
。

（
委
員
の
手
当
等
）

第
七
条

委
員
に
は
、
審
査
会
の
会
議
に
出
席
し
た
日
数
に
応
じ
、
手
当
を
支
給
す
る
。

２

委
員
に
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
旅
費
を
支
給
す
る
。

３

第
一
項
の
手
当
及
び
前
項
の
旅
費
の
額
並
び
に
そ
の
支
給
方
法
は
、
理
事
長
が
定
め
る
。

第
二
章

審
査
会
の
調
査
審
議
の
手
続

（
審
査
会
の
調
査
権
限
）

第
八
条

審
査
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
理
事
長
に
対
し
、
開
示
決
定
等
に
係
る
法
人
文
書
の
提
示
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
何
人
も
、
審
査
会
に
対
し
、
そ
の
提
示
さ
れ
た
法
人
文
書
の
開
示
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

２

理
事
長
は
、
審
査
会
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

３

審
査
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
理
事
長
に
対
し
、
開
示
決
定
等
に
係
る
法
人
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
情
報

の
内
容
を
審
査
会
の
指
定
す
る
方
法
に
よ
り
分
類
又
は
整
理
し
た
資
料
を
作
成
し
、
審
査
会
に
提
出
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
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で
き
る
。

４

第
一
項
及
び
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
は
、
不
服
の
申
立
て
に
係
る
事
件
に
関
し
、
不
服
の
申
立
人
、
参
加
人

又
は
理
事
長
（
以
下
「
不
服
の
申
立
人
等
」
と
い
う
。
）
に
意
見
書
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
、
適
当
と
認
め
る
者
に

そ
の
知
っ
て
い
る
事
実
を
陳
述
さ
せ
又
は
鑑
定
を
求
め
る
こ
と
そ
の
他
必
要
な
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
理
事
長
の
申
出
）

第
九
条

理
事
長
は
、
開
示
決
定
等
に
係
る
法
人
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
情
報
が
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
特
別
の
配
慮
を
必

要
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
審
査
会
に
対
し
、
そ
の
旨
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

審
査
会
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
法
人
文
書
の
提
示
を
求
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
理
事
長
の
意
見
を
聴
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
不
服
の
申
立
人
等
の
意
見
の
聴
取
）

第
十
条

審
査
会
は
、
審
査
会
に
提
出
さ
れ
た
意
見
書
又
は
資
料
に
つ
い
て
、
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
鑑
定
を
求
め
、

又
は
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
閲
覧
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
意
見
書
又
は
資
料
を
提
出
し
た
不
服
の
申

立
人
、
参
加
人
又
は
理
事
長
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
審
査
会
が
、
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
意
見
の
陳
述
）

第
十
一
条

審
査
会
は
、
不
服
の
申
立
人
等
か
ら
申
立
て
が
あ
り
、
そ
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
不
服
の
申
立
人

等
に
口
頭
で
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
不
服
の
申
立
人
又
は
参
加
人
は
、
審
査
会
の
許
可
を
得
て
、
補
佐
人
と
と
も
に
出
頭
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
意
見
書
等
の
提
出
）

第
十
二
条

不
服
の
申
立
人
等
は
、
審
査
会
に
対
し
、
意
見
書
又
は
資
料
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
審
査
会
が
意
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見
書
又
は
資
料
を
提
出
す
べ
き
相
当
の
期
間
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
期
間
内
に
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
委
員
に
よ
る
調
査
手
続
）

第
十
三
条

審
査
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
指
名
す
る
委
員
に
、
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
示
さ
れ

た
法
人
文
書
を
閲
覧
さ
せ
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
を
さ
せ
、
又
は
第
十
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
不
服
の
申

立
人
等
の
意
見
の
陳
述
を
聴
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
提
出
資
料
の
閲
覧
）

第
十
四
条

不
服
の
申
立
人
等
は
、
審
査
会
に
対
し
、
審
査
会
に
提
出
さ
れ
た
意
見
書
又
は
資
料
の
閲
覧
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
審
査
会
は
、
第
三
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ

る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
閲
覧
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

審
査
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
に
つ
い
て
、
日
時
及
び
場
所
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
調
査
審
議
手
続
の
非
公
開
）

第
十
五
条

審
査
会
の
行
う
調
査
審
議
の
手
続
は
、
公
開
し
な
い
。

（
不
服
の
申
立
て
の
制
限
）

第
十
六
条

審
査
会
又
は
委
員
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
、
不
服
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

附

則

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
二
条

地
方
公
務
員
災
害
補
償
金
情
報
公
開
審
査
会
規
程
（
平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日
地
基
規
程
第
十
号
）
第
三
条
の
規
定
に

基
づ
き
委
嘱
さ
れ
て
い
る
委
員
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
こ
の
規
程
の
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
委
嘱
さ
れ
た
委
員
と
み
な
す
。

第
三
条

第
二
章
の
規
程
の
施
行
に
関
し
、
基
金
業
務
の
特
殊
性
を
勘
案
し
、
当
分
の
間
、
特
例
を
要
す
る
場
合
に
は
理
事
長
が
別

に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条

地
方
公
務
員
災
害
補
償
金
情
報
公
開
審
査
会
規
程
（
平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日
地
基
規
程
第
十
号
）
は
廃
止
す
る
。


